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(57)【要約】
【課題】非表示領域があっても、画素の構成に影響を与
えることなく、表示領域内の任意の領域に画像表示を行
うことのできる表示装置の提供。
【解決手段】基板上に、一方向に並設される複数のゲー
ト信号線と前記一方向と交差する方向に並設される複数
のドレイン信号線とを備え、これら各信号線に囲まれた
領域を画素の領域とする表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲー
ト信号線および前記ドレイン信号線および前記画素が形
成されない非表示領域を備え、
　前記表示領域の外側に並設された複数のゲート接続配
線および複数のドレイン接続配線が形成され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方
とに分断された一対のゲート信号線は対応する前記ゲー
ト接続配線によって互いに電気的に接続され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方
とに分断された一対のドレイン信号線は対応する前記ド
レイン接続配線によって互いに電気的に接続されている
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に、一方向に並設される複数のゲート信号線と前記一方向と交差する方向に並設
される複数のドレイン信号線とを備え、これら各信号線に囲まれた領域を画素の領域とす
る表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線および前記画素が形成されない非表示領域を備え、
　前記表示領域の外側に並設された複数のゲート接続配線および複数のドレイン接続配線
が形成され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のゲート信号
線は対応する前記ゲート接続配線によって互いに電気的に接続され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のドレイン信
号線は対応する前記ドレイン接続配線によって互いに電気的に接続されていることを特徴
とする表示装置。
【請求項２】
　基板上に、一方向に並設される複数のゲート信号線と前記一方向と交差する方向に並設
される複数のドレイン信号線とを備え、これら各信号線に囲まれた領域を画素の領域とす
る表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線および前記画素が形成されない非表示領域を備え、
　前記表示領域の外側に並設された複数のゲート接続配線が形成され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のゲート信号
線は対応する前記ゲート接続配線によって互いに電気的に接続されていることを特徴とす
る表示装置。
【請求項３】
　基板上に、一方向に並設される複数のゲート信号線と前記一方向と交差する方向に並設
される複数のドレイン信号線とを備え、これら各信号線に囲まれた領域を画素の領域とす
る表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線および前記画素が形成されない非表示領域を備え、
　前記表示領域の外側に並設された複数のドレイン接続配線が形成され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のドレイン信
号線は対応する前記ドレイン接続配線によって互いに電気的に接続されていることを特徴
とする表示装置。
【請求項４】
　前記ゲート信号線は絶縁膜を介して前記ドレイン信号線と異なる層で形成され、前記ゲ
ート接続配線は前記ドレイン信号線と同層で形成され前記ゲート信号線との電気的接続は
前記絶縁膜に形成したスルーホールを通してなされていることを特徴とする請求項１ある
いは請求項２に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記ドレイン信号線は絶縁膜を介して前記ゲート信号線と異なる層で形成され、前記ド
レイン接続配線は前記ゲート信号線と同層で形成され前記ドレイン信号線との電気的接続
は前記絶縁膜に形成したスルーホールを通してなされていることを特徴とする請求項１あ
るいは請求項３に記載の表示装置。
【請求項６】
　基板上に、一方向に並設される複数のゲート信号線と前記一方向と交差する方向に並設
される複数のドレイン信号線とを備え、これら各信号線に囲まれた領域を画素の領域とす
る表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線および前記画素が形成されない非表示領域を備え、
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　前記飛揚時領域内、かつ、前記非表示領域に近接した外側に並設された複数の迂回ゲー
ト信号線および複数の迂回ドレイン信号線が形成され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のゲート信号
線は対応する前記迂回ゲート信号線によって互いに電気的に接続され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のドレイン信
号線は対応する前記迂回ドレイン信号線によって互いに電気的に接続され、
　かつ、前記各迂回ゲート信号線の幅およびピッチのうち少なくとも一方は、前記各ゲー
ト信号線の幅およびピッチよりも小さく設定されていることを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　基板上に、一方向に並設される複数のゲート信号線と前記一方向と交差する方向に並設
される複数のドレイン信号線とを備え、これら各信号線に囲まれた領域を画素の領域とす
る表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線がおよび前記画素が形成されない非表示領域を備え、
　前記表示領域内、かつ、前記非表示領域に近接した外側に並設された複数の迂回ゲート
信号線が形成され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のゲート信号
線は対応する前記迂回ゲート信号線によって互いに電気的に接続され、
　かつ、前記各迂回ゲート信号線の幅およびピッチのうち少なくとも一方は、前記各ゲー
ト信号線の幅およびピッチよりも小さく設定されていることを特徴とする表示装置。
【請求項８】
　基板上に、一方向に並設される複数のゲート信号線と前記一方向と交差する方向に並設
される複数のドレイン信号線とを備え、これら各信号線に囲まれた領域を画素の領域とす
る表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線および前記画素が形成されない非表示領域を備え、
　前記表示領域内、かつ、前記非表示領域に近接した外側に並設された複数の迂回ドレイ
ン信号線が形成され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のドレイン信
号線は対応する前記迂回ドレイン信号線によって互いに電気的に接続され、
　かつ、前記各迂回ドレイン信号線の幅およびピッチのうち少なくとも一方は、前記各ゲ
ート信号線の幅およびピッチよりも小さく設定されていることを特徴とする表示装置。
【請求項９】
　基板上に、一方向に並設される複数のゲート信号線と前記一方向と交差する方向に並設
される複数のドレイン信号線とを備え、これら各信号線に囲まれた領域を画素の領域とす
る表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線および前記画素が形成されない非表示領域を備え、
　前記表示領域の外側に並設された複数の接続配線が形成され、前記非表示領域によって
前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のゲート信号線および一対のドレイン信
号線のうち一方の一対の信号線は対応する前記接続配線によって互いに電気的に接続され
、
　前記表示領域内、かつ、前記非表示領域に近接した外側に並設された複数の迂回信号線
が形成され、前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対の
ゲート信号線および一対のドレイン信号線のうち他方の一対の信号線は対応する前記迂回
信号線によって互いに電気的に接続されていることを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
　前記表示装置は、前記基板と液晶を介して対向配置される他の基板を有する液晶表示装
置であり、
　前記非表示領域は前記基板と前記他の基板との間に形成されるシール材で囲まれた窓部
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を構成することを特徴とする請求項１ないし９のうち何れかに記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記基板は、前記非表示領域に対応する位置に開口を有することを特徴とする請求項１
ないし１０の何れかに記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置に係り、特に、アクティブ・マトリックス型であって表示部にたとえ
ば窓部等の非表示領域を有する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブ・マトリックス型の表示装置は、たとえばｘ方向に延在しｙ方向に並設され
た複数のゲート信号線とｙ方向に延在しｘ方向に並設された複数のドレイン信号線とで囲
まれた領域に、少なくとも、ゲート信号線からの走査信号によってオンされる薄膜トラン
ジスタと、このオンされた薄膜トランジスタを介してドレイン信号線からの映像信号が供
給される画素電極を備えて画素を構成している。
【０００３】
　これにより、各画素を独立に制御でき、これら画素によって画像を表示することができ
る。
【０００４】
　そして、このような構成からなる表示装置において、前記画素の集合からなる表示領域
の一部に透孔（開口）からなる窓部を形成し、たとえば、該表示装置の背面側を目視でき
るように構成したものが知られてきている。
【０００５】
　このような表示装置は、主としてパチンコあるいはスロットマシーン等のアミューズメ
ント機器に適用させて用いられ、該機器の興味を増加できるようになっている。このよう
な表示装置としては、たとえば下記特許文献１に開示がなされている。
【特許文献１】特開２００５－４６３５２号公報
【特許文献２】特開２０００－２２１２８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、このように構成された表示装置は、表示領域の一部に形成した前記窓部（非表
示領域）の箇所において、非表示領域の一方と他方とに物理的に分断されてしまう信号線
が存在してしまうことになる。
【０００７】
　ゲート信号線に基板の一端側からのみ走査信号を供給する場合、前記窓部を間にして一
方の側のゲート信号線には走査信号が供給されるが他方の側のゲート信号線には走査信号
が供給されなくなるという現象が生じる。
【０００８】
　同様に、ドレイン信号線に基板の一端側からのみ映像信号を供給する場合、前記窓部を
間にして一方の側のドレイン信号線には映像信号が供給されるが他方の側のドレイン信号
線には映像信号が供給されなくなるという現象が生じる。
【０００９】
　このため、表示装置の表示領域内において画像表示ができない部分が生じてしまうこと
を免れず、該表示装置の適用の範囲を狭めることになる不都合が生じる。
【００１０】
　上記特許文献１では、前記窓部に相当する孔の周囲を迂回させ画素の領域にも及んで形
成される配線によって分断された各信号線の電気的な接続を図っている。しかし、このよ
うな構成は、前記画素の構成が配線によって複雑化してしまうという不都合を免れない。
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【００１１】
　本発明の目的は、非表示領域があっても、画素の構成に影響を与えることなく、表示領
域内の任意の領域に画像表示を行うことのできる表示装置を提供するにある。
【００１２】
　なお、前記特許文献２には、時計の太陽電池ユニットに指針軸を貫通させる孔を備え、
この孔の近傍を迂回させる信号線の記載があるが、前記孔はその径が極めて小さく、迂回
信号線も１本のみでほとんど直線に近い状態で形成されたものとなっている。また、表示
装置を対象としたものとはなっていない。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　 本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、以下
のとおりである。
【００１４】
（１）本発明による表示装置は、たとえば、基板上に、一方向に並設される複数のゲート
信号線と前記一方向と交差する方向に並設される複数のドレイン信号線とを備え、これら
各信号線に囲まれた領域を画素の領域とする表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線および前記画素が形成されない非表示領域を備え、
　前記表示領域の外側に並設された複数のゲート接続配線および複数のドレイン接続配線
が形成され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のゲート信号
線は対応する前記ゲート接続配線によって互いに電気的に接続され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のドレイン信
号線は対応する前記ドレイン接続配線によって互いに電気的に接続されていることを特徴
とする。
【００１５】
（２）本発明による表示装置は、たとえば、基板上に、一方向に並設される複数のゲート
信号線と前記一方向と交差する方向に並設される複数のドレイン信号線とを備え、これら
各信号線に囲まれた領域を画素の領域とする表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線および前記画素が形成されない非表示領域を備え、
　前記表示領域の外側に並設された複数のゲート接続配線が形成され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のゲート信号
線は対応する前記ゲート接続配線によって互いに電気的に接続されていることを特徴とす
る。
【００１６】
（３）本発明による表示装置は、たとえば、基板上に、一方向に並設される複数のゲート
信号線と前記一方向と交差する方向に並設される複数のドレイン信号線とを備え、これら
各信号線に囲まれた領域を画素の領域とする表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線および前記画素が形成されない非表示領域を備え、
　前記表示領域の外側に並設された複数のドレイン接続配線が形成され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のドレイン信
号線は対応する前記ドレイン接続配線によって互いに電気的に接続されていることを特徴
とする。
【００１７】
（４）本発明による表示装置は、たとえば、（１）あるいは（２）の構成を前提とし、前
記ゲート信号線は絶縁膜を介して前記ドレイン信号線と異なる層で形成され、前記ゲート
接続配線は前記ドレイン信号線と同層で形成され前記ゲート信号線との電気的接続は前記
絶縁膜に形成したスルーホールを通してなされていることを特徴とする。
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【００１８】
（５）本発明による表示装置は、たとえば、（１）あるいは（３）の構成を前提とし、前
記ドレイン信号線は絶縁膜を介して前記ゲート信号線と異なる層で形成され、前記ドレイ
ン接続配線は前記ゲート信号線と同層で形成され前記ドレイン信号線との電気的接続は前
記絶縁膜に形成したスルーホールを通してなされていることを特徴とする。
【００１９】
（６）本発明による表示装置は、たとえば、基板上に、一方向に並設される複数のゲート
信号線と前記一方向と交差する方向に並設される複数のドレイン信号線とを備え、これら
各信号線に囲まれた領域を画素の領域とする表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線および前記画素が形成されない非表示領域を備え、
　前記飛揚時領域内、かつ、前記非表示領域に近接した外側に並設された複数の迂回ゲー
ト信号線および複数の迂回ドレイン信号線が形成され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のゲート信号
線は対応する前記迂回ゲート信号線によって互いに電気的に接続され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のドレイン信
号線は対応する前記迂回ドレイン信号線によって互いに電気的に接続され、
　かつ、前記各迂回ゲート信号線の幅およびピッチのうち少なくとも一方は、前記各ゲー
ト信号線の幅およびピッチよりも小さく設定されていることを特徴とする。
【００２０】
（７）本発明による表示装置は、たとえば、基板上に、一方向に並設される複数のゲート
信号線と前記一方向と交差する方向に並設される複数のドレイン信号線とを備え、これら
各信号線に囲まれた領域を画素の領域とする表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線がおよび前記画素が形成されない非表示領域を備え、
　前記表示領域内、かつ、前記非表示領域に近接した外側に並設された複数の迂回ゲート
信号線が形成され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のゲート信号
線は対応する前記迂回ゲート信号線によって互いに電気的に接続され、
　かつ、前記各迂回ゲート信号線の幅およびピッチのうち少なくとも一方は、前記各ゲー
ト信号線の幅およびピッチよりも小さく設定されていることを特徴とする。
【００２１】
（８）本発明による表示装置は、たとえば、基板上に、一方向に並設される複数のゲート
信号線と前記一方向と交差する方向に並設される複数のドレイン信号線とを備え、これら
各信号線に囲まれた領域を画素の領域とする表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線および前記画素が形成されない非表示領域を備え、
　前記表示領域内、かつ、前記非表示領域に近接した外側に並設された複数の迂回ドレイ
ン信号線が形成され、
　前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のドレイン信
号線は対応する前記迂回ドレイン信号線によって互いに電気的に接続され、
　かつ、前記各迂回ドレイン信号線の幅およびピッチのうち少なくとも一方は、前記各ゲ
ート信号線の幅およびピッチよりも小さく設定されていることを特徴とする。
【００２２】
（９）本発明による表示装置は、たとえば、基板上に、一方向に並設される複数のゲート
信号線と前記一方向と交差する方向に並設される複数のドレイン信号線とを備え、これら
各信号線に囲まれた領域を画素の領域とする表示装置であって、
　前記画素の集合体である表示領域内の一部に前記ゲート信号線および前記ドレイン信号
線および前記画素が形成されない非表示領域を備え、
　前記表示領域の外側に並設された複数の接続配線が形成され、前記非表示領域によって
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前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対のゲート信号線および一対のドレイン信
号線のうち一方の一対の信号線は対応する前記接続配線によって互いに電気的に接続され
、
　前記表示領域内、かつ、前記非表示領域に近接した外側に並設された複数の迂回信号線
が形成され、前記非表示領域によって前記非表示領域の一方と他方とに分断された一対の
ゲート信号線および一対のドレイン信号線のうち他方の一対の信号線は対応する前記迂回
信号線によって互いに電気的に接続されていることを特徴とする。
【００２３】
（１０）本発明による表示装置は、たとえば、（１）ないし（９）のうち何れかの構成を
前提とし、前記表示装置は、前記基板と液晶を介して対向配置される他の基板を有する液
晶表示装置であり、
　前記非表示領域は前記基板と前記他の基板との間に形成されるシール材で囲まれた窓部
を構成することを特徴とする。
【００２４】
（１１）本発明による表示装置は、たとえば、（１）ないし（１０）のうち何れかの構成
を前提とし、前記基板は、前記非表示領域に対応する位置に開口を有することを特徴とす
る。
【００２５】
　なお、本発明は以上の構成に限定されず、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で種々の
変更が可能である。
【発明の効果】
【００２６】
　このように構成した表示装置によれば、非表示領域があっても、画素の構成に影響を与
えることなく、表示領域内の任意の領域に画像表示を行うことができるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明による表示装置の実施例を図面を用いて説明をする。
【００２８】
実施例１．
　〈全体の構成〉
　図２は、本発明による表示装置において液晶表示装置を例に挙げて示したもので、該液
晶表示装置の一実施例を示した概略平面図である。
【００２９】
　図２において、液晶表示装置は、対向して配置される一対のたとえばガラスからなる基
板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２を外囲器とし、該基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２の間には液晶（図示せず
）が挟まれている。
【００３０】
　ここで、基板ＳＵＢ１に対する基板ＳＵＢ２の固定は、該基板ＳＵＢ２の周辺に環状に
塗布されるシール材ＳＬ１と、該シール材ＳＬ１に囲まれた領域内のたとえば中央部に環
状のパターンで塗布されたシール材ＳＬ２でなされている。
【００３１】
　前記液晶はシール材ＳＬ１とシール材ＳＬ２の間の領域に封入され、この領域において
液晶表示領域ＡＲが構成されるようになっている。
【００３２】
　このため、シール材ＳＬ２で囲まれた領域は液晶が封入されていない領域となっており
、各基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２の透光性によって窓部（非表示領域）ＷＤを構成し、この窓
部ＷＤを通して、液晶表示装置の背面が目視できるようになっている。なお、この窓部Ｗ
Ｄにおいては、前記基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２に孔を形成し、前記シール材ＳＬ２を側壁と
する透孔（開口）を設けるようにしたものであってもよい。
【００３３】
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　そして、たとえば基板ＳＵＢ１は、基板ＳＵＢ２と比較して、その面積が大きく形成さ
れ、たとえば図中左側辺部および下側辺部において、前記基板ＳＵＢ２から露出された領
域を有する。基板ＳＵＢ１の左側辺部には走査信号駆動回路を構成する複数のチップ状の
半導体装置ＳＣＮ（Ｖ）が並設されて搭載され、下側辺部には映像信号駆動回路を構成す
る複数のチップ状の半導体装置ＳＣＮ（Ｈ）が並設されて搭載されている。
【００３４】
　基板ＳＵＢ１の液晶側の面であって液晶表示領域ＡＲ内には、図中ｘ方向に延在しｙ方
向に並設されるゲート信号線ＧＬが、また、図中ｙ方向に延在しｘ方向に並設されるドレ
イン信号線ＧＬが形成されている。
【００３５】
　ここで、ゲート信号線ＧＬは前記窓部ＷＤの箇所において形成されることはなく、該窓
部ＷＤの図中左右において該窓部ＷＤによって物理的に分断された一対のゲート信号線Ｇ
Ｌを有することになる。これら分断された一対のゲート信号線ＧＬは、後述（図１）で明
らかとなるように、たとえばシール材ＳＬ１の内側であって前記液晶表示領域ＡＲの外側
において形成されるゲート接続配線ＪＧＬによって互いに電気的に接続されるようになっ
ている。
【００３６】
　また、ドレイン信号線ＤＬは前記窓部ＷＤの箇所において形成されることはなく、該窓
部ＷＤの図中上下において該窓部ＷＤによって物理的に分断された一対のドレイン信号線
を有することになる。これら分断された一対のドレイン信号線ＤＬは、後述（図１）で明
らかとなるように、シール材ＳＬの内側であって前記液晶表示領域ＡＲの外側において形
成されるドレイン接続配線ＪＤＬによって電気的に接続されて構成されるようになってい
る。
【００３７】
　これらゲート信号線ＧＬとドレイン信号線ＤＬで囲まれる矩形状の領域は画素が形成さ
れる領域を構成し、これにより、各画素は液晶表示領域ＡＲ内においてマトリックス状に
配置されるようになる。ただし、窓部ＷＤには画素は形成されていない。
【００３８】
　各画素は、たとえば図中丸印Ａの部分において、その拡大図Ａ’に示すように、ゲート
信号線ＧＬからの走査信号によってオンされる薄膜トランジスタＴＦＴと、このオンされ
た薄膜トランジスタＴＦＴを介してドレイン信号線ＤＬからの映像信号が供給される画素
電極ＰＸと、コモン信号線ＣＬに接続され前記映像信号の電位に対して基準となる電位を
有する基準信号が供給される対向電極ＣＴとを備えている。
【００３９】
　前記各ゲート信号線ＧＬは、たとえばその左端において、シール材ＳＬ１を越えて延在
され、対応する前記半導体装置ＳＣＮ（Ｖ）の一の出力端子に接続されている。また、前
記各ドレイン信号線ＤＬは、たとえばその下端において、シール材ＳＬ１を越えて延在さ
れ、対応する前記半導体装置ＳＣＮ（Ｈ）の一の出力端子に接続されている。
【００４０】
　なお、上述した液晶表示装置は、前記走査信号駆動回路および映像信号駆動回路はそれ
ぞれ半導体チップからなる半導体装置を基板ＳＵＢ１面に搭載させて構成したものである
。しかし、たとえばテープキャリア方式やＣＯＦ（Chip On Film）方式で形成した半導体
装置の一辺を該基板ＳＵＢ１に接続させるようにしてもよい。 また、基板ＳＵＢ１上に
回路を一体的に作り込んでもよい。
【００４１】
〈画素の構成〉
　図３（ａ）は、前記液晶表示装置の基板ＳＵＢ１側において、マトリックス状に配置さ
れた各画素のうちの一つの画素の一実施例を示した平面図である。
【００４２】
　また、図３（ｂ）、図３（ｃ）は、それぞれ、図３（ａ）のａ－ａ線における断面図を
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、図３（ａ）のｂ－ｂ線における断面図を示している。
【００４３】
　まず、基板ＳＵＢ１の液晶側の面（表面）には、ゲート信号線ＧＬおよびコモン信号線
ＣＬが比較的大きな距離を有して平行に形成されている。
【００４４】
　ゲート信号線ＧＬとコモン信号線ＣＬの間の領域には、たとえばＩＴＯ（Indium-Tin-O
xide）の透明導電材料からなる対向電極ＣＴが形成されている。対向電極ＣＴは、そのコ
モン信号線ＣＬ側の辺部において該コモン信号線ＣＬに重畳されて形成され、これにより
、該コモン信号線ＣＬと電気的に接続されて形成されている。
【００４５】
　そして、基板ＳＵＢ１の表面には、前記ゲート信号線ＧＬ、コモン信号線ＣＬ、および
対向電極ＣＴをも被うようにして絶縁膜ＧＩ（図３参照）が形成されている。この絶縁膜
ＧＩは、後述の薄膜トランジスタＴＦＴの形成領域において該薄膜トランジスタＴＦＴの
ゲート絶縁膜として機能するもので、それに応じて膜厚等が設定されるようになっている
。
【００４６】
　前記絶縁膜ＧＩの上面であって、前記ゲート信号線ＧＬの一部と重畳する個所において
、たとえばアモルファスシリコンからなる非晶質の半導体層ＡＳが形成されている。この
半導体層ＡＳは前記薄膜トランジスタＴＦＴの半導体層となるものである。
【００４７】
　なお、この半導体層ＡＳは、たとえば、該薄膜トランジスタＴＦＴの形成領域の他に、
ＡＳ’で示すように、ドレイン信号線ＤＬの下層、該ドレイン信号線ＤＬと薄膜トランジ
スタＴＦＴのドレイン電極ＤＴとを電気的に接続する接続部ＪＣの下層、および、薄膜ト
ランジスタＴＦＴのソース電極ＳＴの該薄膜トランジスタＴＦＴの形成領域を超えて延在
する部分（パッド部ＰＤを含む）の下層にも形成され、たとえばドレイン信号線ＤＬにお
いて段差を少なく構成できるようにしている。
【００４８】
　そして、図中ｙ方向に伸張してドレイン信号線ＤＬが形成され、このドレイン信号線Ｄ
Ｌはその一部において前記薄膜トランジスタＴＦＴ側に延在する延在部を有し、この延在
部（接続部ＪＣ）は前記半導体層ＡＳ上に形成された該薄膜トランジスタＴＦＴのドレイ
ン電極ＤＴに接続されている。
【００４９】
　また、該ドレイン信号線ＤＬおよびドレイン電極ＤＴの形成の際に同時に形成されるソ
ース電極ＳＴが、前記半導体層ＡＳ上にて前記ドレイン電極ＤＴと対向し、かつ、該半導
体層ＡＳ上から画素領域側に若干延在された延在部を有して形成されている。この延在部
は後に説明する画素電極ＰＸと接続されるパッド部ＰＤに至るようにして構成されている
。
【００５０】
　前記ドレイン電極ＤＴは、前記ソース電極ＳＴの先端部を囲むようにして形成されたた
とえばＵ字状のパターンとして形成されている。これにより、該薄膜トランジスタＴＦＴ
のチャネル幅を大きく構成するようにできる。
【００５１】
　なお、前記半導体層ＡＳは、それを絶縁膜ＧＩ上に形成する際に、たとえば、半導体層
ＡＳの表面に高濃度の不純物がドープされて形成され、たとえば、前記ドレイン電極ＤＴ
およびソース電極ＳＴをパターニングして形成した後に、該ドレイン電極ＤＴおよびソー
ス電極ＳＴ上のフォトレジスト膜をマスクとして該ドレイン電極ＤＴおよびソース電極Ｓ
Ｔの形成領域以外の領域に形成された高濃度の不純物層をエッチングするようにしている
。半導体層ＡＳとドレイン電極ＤＴおよびソース電極ＳＴのそれぞれの間に高濃度の不純
物層を残存させ、この不純物層をオーミックコンタクト層として形成するためである。
【００５２】
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　このようにすることにより、前記薄膜トランジスタＴＦＴは、ゲート信号線ＧＬをゲー
ト電極としたいわゆる逆スタガ構造のＭＩＳ（Metal Insulator Semiconductor）構造の
トランジスタが構成されることになる。
【００５３】
　なお、ＭＩＳ構造のトランジスタは、そのバイアスの印加によってドレイン電極ＤＴと
ソース電極ＳＴが入れ替わるように駆動するが、この明細書の説明にあっては、便宜上、
ドレイン信号線ＤＬと接続される側をドレイン電極ＤＴと、画素電極ＰＸと接続される側
をソース電極ＳＴと称している。
【００５４】
　基板ＳＵＢの表面には、前記薄膜トランジスタＴＦＴをも被って絶縁膜からなる保護膜
ＰＡＳが形成されている。この保護膜ＰＡＳは、該薄膜トランジスタＴＦＴを液晶との直
接の接触を回避させるために設けられるようになっている。また、この保護膜ＰＡＳは、
前記対向電極ＣＴと後述の画素電極ＰＸとの間にも介在しており、前記絶縁膜ＧＩととも
に、該対向電極ＣＴと画素電極ＰＸの間に設けられた容量素子の誘電体膜としても機能す
るようになっている。
【００５５】
　前記保護膜ＰＡＳの上面には、画素電極ＰＸが形成されている。この画素電極ＰＸは、
たとえばＩＴＯ（Indium-Tin-Oxide）等の透明導電膜からなり、前記対向電極ＣＴと広い
面積にわたって重畳して形成されている。
【００５６】
　そして、該画素電極ＰＸは、多数のスリットがスリットの長手方向と交叉する方向に並
設されて形成され、これによって両端が互いに接続された多数の線状の電極からなる電極
群を有するようにして形成されている。
【００５７】
　なお、画素電極ＰＸの各電極は、図１に示すように、画素の領域をたとえば図中上下に
２分割させ、その一方の領域にはたとえばゲート信号線ＧＬの走行方向に対して＋４５°
方向に延在するように形成され、他方の領域には－４５°方向に延在するようにして形成
されている。いわゆるマルチドメイン方式を採用するもので、１画素内における画素電極
ＰＸに設けたスリットの方向（画素電極ＰＸの電極群の方向）が単一である場合、観る方
向により色つきが生じる不都合を解消した構成となっている。
【００５８】
　このように形成された画素電極ＰＸは、薄膜トランジスタＴＦＴ側の辺部において、前
記保護膜ＰＡＳに形成されたスルーホールＴＨ１を通して該薄膜トランジスタＴＦＴのソ
ース電極ＳＴのパッド部ＰＤに電気的に接続されるようになっている。また、基板ＳＵＢ
１の表面には画素電極ＰＸも被って配向膜ＯＲＩ１が形成されている。
【００５９】
〈ゲート接続配線、ドレイン接続配線〉
　図１は、前記液晶表示装置において、そのシール材ＳＬ１とシール材ＳＬ２で囲まれた
領域において、ゲート信号線ＧＬ、ドレイン信号線ＤＬ、ゲート接続配線ＪＧＬ、ドレイ
ン接続配線ＪＤＬのみを取り出して描いた平面図である。
【００６０】
　ゲート信号線ＧＬは、シール材ＳＬ１内の領域において、図中ｘ方向に延在しｙ方向に
並設されて形成されているが、シール材ＳＬ２で囲まれた前記窓部ＷＤの箇所において形
成されておらず、該窓部ＷＤの図中左右に位置づけられる一対のゲート信号線ＧＬが、該
窓部ＷＤによって物理的に分断された形態をとっている。
【００６１】
　そして、シール材ＳＬ１の内側であって液晶表示領域ＡＲの外側における領域（以下、
表示周辺領域という場合がある）において、前記窓部ＷＤに対して図中左側のゲート信号
線ＧＬと図中右側のゲート信号線ＧＬとの電気的接続を図るゲート接続配線ＪＧＬが形成
されている。
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【００６２】
　ここで、前記液晶表示領域ＡＲは、各画素のマトリックス状に配置された領域をいう。
すなわち、前記ゲート接続配線ＪＧＬ、ドレイン接続配線ＪＤＬは、前記画素が形成され
ていない領域に形成されるようになっている。
【００６３】
　すなわち、図中上側の表示周辺領域において、複数のゲート接続配線ＪＧＬが図中ｘ方
向に延在しｙ方向に並設されて形成されている。該ゲート接続配線ＪＧＬは、前記窓部Ｗ
Ｄによって分断されたゲート信号線ＧＬと少なくとも同数の本数で形成されている。
【００６４】
　これら各ゲート信号配線ＪＧＬは、図１では明確になっていないが、前記ドレイン信号
線ＤＬと同層に形成され、該ドレイン信号線ＤＬと同一の材料で形成されている。
【００６５】
　これらゲート接続配線ＪＧＬは、その図中左端側において屈曲され、図中左側の表示周
辺領域において図中ｙ方向に延在し、その延在部において分断された一方のゲート信号線
ＧＬと絶縁膜ＧＩ（図３参照）に形成されたスルーホールＴＨ２を通して接続されている
。また、これらゲート接続配線ＪＧＬは、その図中右端側において屈曲され、図中右側の
表示周辺領域において図中ｙ方向に延在し、その延在部において分断された他方のゲート
信号線ＧＬと前記絶縁膜ＧＩに形成されたスルーホールＴＨ２’を通して接続されている
。
【００６６】
　同様に、ドレイン信号線ＤＬも、シール材ＳＬ１内の領域において、図中ｙ方向に延在
しｘ方向に並設されて形成されているが、シール材ＳＬ２で囲まれた前記窓部ＷＤの箇所
において形成されておらず、該窓部ＷＤの図中上下に位置づけられる一対のドレイン信号
線ＤＬが、該窓部ＷＤによって物理的に分断された形態をとっている。
【００６７】
　そして、表示周辺領域において、前記窓部ＷＤに対して図中上側のドレイン信号線ＤＬ
と図中下側のドレイン信号線ＤＬとの電気的接続を図るドレイン接続配線ＪＤＬが形成さ
れている。
【００６８】
　　すなわち、図中右側の表示周辺領域において、複数のドレイン接続配線ＪＤＬが図中
ｙ方向に延在しｘ方向に並設されて形成されている。該ドレイン接続配線ＪＤＬは、前記
窓部ＷＤによって分断されたドレイン信号線ＤＬと少なくとも同数の本数で形成されてい
る。
【００６９】
　これら各ドレイン信号配線ＪＤＬは、前記ゲート信号線ＧＬと同層に形成され、該ゲー
ト信号線ＧＬと同一の材料で形成されている。
【００７０】
　これらドレイン接続配線ＪＤＬは、その図中上端側において屈曲され、図中上側の表示
周辺領域において図中ｘ方向に延在し、その延在部において分断された一方のドレイン信
号線ＤＬと絶縁膜ＧＩに形成されたスルーホールＴＨ３を通して接続されている。また、
これらドレイン接続配線ＪＤＬは、その図中下端側において屈曲され、図中下側の表示周
辺領域において図中ｘ方向に延在し、その延在部において分断された他方のドレイン信号
線ＤＬと前記絶縁膜ＧＩに形成されたスルーホールＴＨ３’を通して接続されている。
【００７１】
　このように構成された液晶表示装置は、液晶表示領域ＡＲにおける全ての画素に、ゲー
ト信号線ＧＬを介した走査信号と、ドレイン信号線ＤＬを介した映像信号とを供給できる
ように構成でき、これにより、液晶表示領域ＡＲにおける画像表示を行うことができる。
【００７２】
　図１において、描画の複雑化を避けるため、同方向に走行するゲート接続配線ＪＧＬと
ドレイン接続配線ＪＤＬは重畳させることなく配置させているが、これらはそれぞれ異な
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る層として形成していることから、一部を互いに重畳するように配置させてもよい。この
ようにした場合、表示周辺領域の面積を小さく構成することができる。
【００７３】
　図４は、本発明による表示装置の他の実施例を示す構成図で、図１に対応して描いた図
である。
【００７４】
　図１と比較して異なる構成は、前記窓部ＷＤに対して図中上側のドレイン信号線ＤＬと
図中下側のドレイン信号線ＤＬの電気的接続をドレイン接続配線ＪＤＬを介して行ってい
るのみで、前記窓部ＷＤに対して図中左側のゲート信号線ＧＬと図中右側のゲート信号線
ＧＬの電気的接続は図られていない構成となっている。
【００７５】
　このようにした場合、液晶表示領域ＡＲ内において窓部ＷＤの図中右側の領域において
、すなわち走査信号駆動回路（半導体装置ＳＣＮ（Ｖ））と接続されていないゲート信号
線ＧＬを有する領域において画像表示がなされることはないが、窓部ＷＤの図中上側の領
域と左側の領域において画像表示できる効果を奏する。
【００７６】
　このため、液晶表示装置を、このような表示態様で用いたい場合に、本実施例を適用す
ることができる。
【００７７】
　同様に、図５は、本発明による表示装置の他の実施例を示す構成図で、図１に対応して
描いた図である。
【００７８】
　図１と比較して異なる構成は、前記窓部ＷＤに対して図中左側のゲート信号線ＧＬと図
中右側のゲート信号線ＧＬの電気的接続をゲート接続配線ＪＧＬを介して行っているのみ
で、前記窓部ＷＤに対して図中上側のドレイン信号線ＤＬと図中下側のドレイン信号線Ｄ
Ｌの電気的接続は図られていない構成となっている。
【００７９】
　このようにした場合、液晶表示領域ＡＲ内において窓部ＷＤの図中上側の領域において
、すなわち映像信号駆動回路（半導体装置ＳＣＮ（Ｈ））と接続されていないドレイン信
号線ＤＬを有する領域において画像表示がなされることはないが、窓部ＷＤの図中右側の
領域と下側の領域において画像表示できる効果を奏する。
【００８０】
　このため、液晶表示装置を、このような表示態様で用いたい場合に、本実施例を適用す
ることができる。
【００８１】
実施例２．
　図６は、本発明による表示装置の他の実施例を示す構成図で、シール材ＳＬ１とシール
材ＳＬ２で囲まれた領域において、ゲート信号線ＧＬ、ドレイン信号線ＤＬのみを取り出
して示した平面図である。
【００８２】
　図中ｘ方向へ延在しｙ方向に並設されるゲート信号線ＧＬのうち、窓部ＷＤによって分
断されてしまう一対のゲート信号線ＧＬは、該窓部ＷＤを囲むシール材ＳＬ２の上下方向
のそれぞれに幅Ｗ１を有する周辺領域において図中ｘ方向に延在されｙ方向に並設される
複数の迂回ゲート信号線ＤＧＬを介してそれぞれ接続されるようになっている。ここで、
前記周辺領域は画素が形成されていない領域となっている。
【００８３】
　迂回ゲート信号線ＤＧＬは、たとえば、ゲート信号線ＧＬと同層に形成され、該ゲート
信号線ＧＬの形成の際に同時に形成されるようになっている。
【００８４】
　また、窓部ＷＤによって分断されてしまう一対のゲート信号線ＧＬのうち、図中上方に
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配置されてる一対のゲート信号線ＧＬは、前記窓部ＷＤの図中上方の周辺領域に配置され
ている各迂回ゲート信号線ＤＧＬに接続され、図中下方に配置されている一対のゲート信
号線ＧＬは、前記窓部ＷＤの図中下方の周辺領域に配置されている各迂回ゲート信号線Ｄ
ＧＬに接続されるようになっている。これにより、前記周辺領域の幅Ｗ１を小さくするこ
とができる。ここで、前記周辺領域は画素が形成されていない領域となっている。
【００８５】
　また、図中ｙ方向へ延在しｘ方向に並設されるドレイン信号線ＤＬのうち、窓部ＷＤに
よって分断されてしまう一対のドレイン信号線ＤＬは、該窓部ＷＤを囲むシール材ＳＬ２
の左右方向のそれぞれに幅Ｗ２を有する周辺領域において図中ｙ方向に延在されｘ方向に
並設される複数の迂回ドレイン信号線ＤＤＬを介してそれぞれ接続されるようになってい
る。
【００８６】
　迂回ドレイン信号線ＤＤＬは、たとえば、ドレイン信号線ＤＬと同層に形成され、該ド
レイン信号線ＤＬの形成の際に同時に形成されるようになっている。
【００８７】
　また、窓部ＷＤによって分断されてしまう一対のドレイン信号線ＤＬのうち、図中左側
に配置されている一対のドレイン信号線ＤＬは、前記窓部ＷＤの図中左側の周辺領域に配
置されている各迂回ドレイン信号線ＤＤＬに接続され、図中右側に配置されている一対の
ドレイン信号線ＤＬは、前記窓部ＷＤの図中右側の周辺領域に配置されている各迂回ドレ
イン信号線ＤＤＬに接続されるようになっている。これにより、前記周辺領域の幅Ｗ２を
小さくすることができる。
【００８８】
　このように形成した液晶表示装置は、シール材ＳＬ１で囲まれる領域のうち、窓部ＷＤ
とその周辺領域（幅Ｗ１、Ｗ２）を除いた部分における全ての画素に、ゲート信号線ＧＬ
を介した走査信号と、ドレイン信号線ＤＬを介した映像信号とを供給できるように構成で
き、これにより、液晶表示領域ＡＲにおける画像表示を行うことができる。
【００８９】
　図７は、図６に示した図からゲート信号線ＧＬの描画を除き、ドレイン信号線ＤＬの配
置状態を明確に認識できるようにした図である。
【００９０】
　図７に示すように、窓部ＷＤおよびその周辺領域に交差するようにして配置される各ド
レイン信号線ＤＬ（図中たとえば符号ＤＬ’で示す）は、該窓部ＤＷの手前でたとえばＷ
２の距離にある箇所で屈曲され、前記窓部ＷＤの両脇のいずれかの側に迂回されて形成さ
れ（迂回ドレイン信号線ＤＤＬ）、さらに屈曲された後に、前記窓部ＤＷからＷ２の距離
において始点を有し前記ドレイン信号線ＤＬ’と同一直線上に配置されるドレイン信号線
ＤＬ（図中たとえば符号ＤＬ’’で示す）に導かれるように構成されている。そして、迂
回ドレイン信号線ＤＤＬはＷ１の幅内に収められている。
【００９１】
　ここで、図８は、図７の点線丸枠Ｂの部分における拡大図を示したものである。図８は
、ドレイン信号線ＤＬ、迂回ドレイン信号線ＤＤＬ、および前記ドレイン信号線ＤＬから
迂回ドレイン信号線ＤＤＬへ屈曲されて形成される信号線（以下、便宜的に屈曲ドレイン
信号線ＢＤＬと称する）のそれぞれの幅とピッチとの関係を明らかにしている。
【００９２】
　ドレイン信号線ＤＬは、その幅がＷｄで形成され、隣接する他のドレイン信号線ＤＬと
のピッチはＰｄに設定されている。屈曲ドレイン信号線ＢＤＬは、その幅がＷｂｄで形成
され、隣接する他の屈曲ドレイン信号線ＢＤＬとのピッチはＰｂｄに設定されている。ま
た、迂回ドレイン信号線ＤＤＬは、その幅がＷｄｄで形成され、隣接する他の迂回ドレイ
ン信号線ＤＤＬとのピッチはＰｄｄとなっている。
【００９３】
　図８において、ドレイン信号線ＤＬの幅Ｗｄ、屈曲ドレイン信号線ＢＤＬの幅Ｗｂｄ、
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迂回ドレイン信号線ＤＤＬの幅Ｗｄｄはそれぞれ異ならしめて設定され、Ｗｄ＞Ｗｄｄ＞
Ｗｂｄの関係が成立するようになっている。
【００９４】
　同様に、各ドレイン信号線ＤＬのピッチＰｄ、各屈曲ドレイン信号線ＢＤＬのピッチＰ
ｂｄ、各迂回ドレイン信号線ＤＤＬのピッチＰｄｄもそれぞれ異ならしめて設定され、Ｐ
ｄ＞Ｐｄｄ＞Ｐｂｄの関係が成立するようになっている。
【００９５】
　このようにドレイン信号線ＤＬ、迂回ドレイン信号線ＤＤＬ、および屈曲ドレイン信号
線ＢＤＬの幅とピッチを設定した理由は、窓部ＷＤの外側の周辺領域内において、その幅
Ｗ１、Ｗ２をできるだ小さくするように、迂回ドレイン信号線ＤＤＬを配置させるためで
ある。このため、前記設定のうち、少なくとも、迂回ドレイン信号線ＤＤＬの幅Ｗｄｄが
ドレイン信号線ＤＬの幅Ｗｄよりも小さく設定され、あるいは、迂回ドレイン信号線ＤＤ
ＬのピッチＰｄｄがドレイン信号線ＤＬのピッチＰｄよりも小さく設定されていればよい
。
【００９６】
　図９は、図６に示した図からドレイン信号線ＤＬの描画を除き、ゲート信号線ＧＬの配
置状態を明確に認識できるようにした図である。
【００９７】
　図９に示すように、窓部ＷＤおよびその周辺領域に交差するようにして配置される各ゲ
ート信号線ＧＬ（図中たとえば符号ＧＬ’で示す）は、該窓部ＷＤの手前でたとえばＷ１
の距離にある箇所で屈曲され、前記窓部ＷＤの両脇のいずれかの側に迂回されて形成され
（迂回ゲート信号線ＤＧＬ）、さらに屈曲された後に、前記窓部ＤＷからＷ１の距離にお
いて始点を有し前記ゲート信号線ＧＬ’と同一直線上に配置されるゲート信号線ＧＬ（図
中たとえば符号ＧＬ’’で示す）に導かれるように構成されている。
【００９８】
　なお、ゲート信号線ＧＬ、迂回ゲート信号線ＤＧＬ、および前記ゲート信号線ＧＬから
迂回ゲート信号線ＤＧＬへ屈曲されて形成される信号線のそれぞれの幅とピッチとの関係
は、図８において示した関係と同様となっている。
【００９９】
　図６に示した実施例は、ゲート信号線ＧＬおよびドレイン信号線ＤＬのそれぞれを窓部
ＷＤの周囲において迂回させて構成したものである。しかし、これに限定されることはな
く、ゲート信号線ＧＬのみを窓部ＷＤの周囲において迂回させるようにしても、あるいは
ドレイン信号線ＤＬのみを窓部ＷＤの周囲において迂回させるようにしてもよい。
【０１００】
実施例３．
　図１０は、本発明による表示装置の他の実施例を示す構成図で、図１に対応させて描い
た図となっている。
【０１０１】
　図１０において、窓部ＷＤに交差するように配置される一対のドレイン信号線ＤＬは該
窓部ＷＤによって物理的に分断されて形成され、これら対応する一対のドレイン信号線Ｄ
Ｌ同士は表示周辺領域に配置されるドレイン接続配線ＪＤＬによって互いに電気的に接続
されるようになっている。
【０１０２】
　そして、窓部ＷＤおよびその周辺領域に交差するように配置される一対のゲート信号線
ＧＬは、該窓部ＷＤの両脇に配置される迂回ゲート信号線ＤＧＬを介して電気的に接続さ
れるようになっている。
【０１０３】
　このようにした場合であっても、液晶表示領域ＡＲにおける全ての画素に、ゲート信号
線ＧＬを介した走査信号と、ドレイン信号線ＤＬを介した映像信号とを供給できるように
構成でき、これにより、液晶表示領域ＡＲにおける画像表示を行うことができる。
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　また、ゲート信号線ＧＬをゲート接続配線ＪＧＬを用いて電気的に接続させ、また、ド
レイン信号線ＤＬを迂回ドレイン信号線ＤＤＬを用いて電気的に接続させるようにしても
よく、このようにしても図１０に示した構成と同様の効果が得られるようになる。
【０１０５】
　上述した実施例では、画素の集合体からなる液晶表示領域ＡＲの一部に窓部ＷＤが形成
されている液晶表示装置を例に挙げて示したものである。しかし、必ずしも窓部ＷＤが形
成されていることに限定されることはなく、前記ゲート信号線ＧＬおよびドレイン信号線
ＤＬおよび画素が形成されない非表示領域であっても本発明を適用できることはもちろん
である。
【０１０６】
　上述した各実施例では、液晶表示装置を例に挙げて説明をしたものである。しかし、た
とえば有機ＥＬ表示装置等の他の表示装置にも適用できることはいうまでもない。
【０１０７】
　上述した各実施例はそれぞれ単独に、あるいは組み合わせて用いても良い。それぞれの
実施例での効果を単独であるいは相乗して奏することができるからである。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】本発明による表示装置の一実施例を示す構成図で、表示領域内のゲート信号線お
よびドレイン信号線を示した平面図である。
【図２】本発明による表示装置において液晶表示装置を例に挙げて示したもので、該液晶
表示装置の一実施例を示した概略平面図である。
【図３】前記液晶表示装置のマトリックス状に配置された各画素のうちの一つの画素の一
実施例を示した平面図である。
【図４】本発明による表示装置の他の実施例を示す構成図で、図１に対応した図である。
【図５】本発明による表示装置の他の実施例を示す構成図で、図１に対応した図である。
【図６】本発明による表示装置の他の実施例を示す構成図である。
【図７】図６の構成において、ドレイン信号線のみを取り出して描画した図である。
【図８】図７の構成において、ドレイン信号線と迂回ドレイン信号線の幅およびピッチの
相異を示した構成図である。
【図９】図６の構成において、ゲート信号線のみを取り出して描画した図である。
【図１０】本発明による表示装置の他の実施例を示す構成図である。
【符号の説明】
【０１０９】
ＰＮＬ……液晶表示パネル、ＳＵＢ１、ＳＵＢ２……基板、ＳＬ１、ＳＬ２……シール材
、ＳＣＮ（Ｖ）、ＳＣＮ（Ｈ）……半導体装置、ＷＤ……窓部、ＡＲ……液晶表示領域、
ＧＬ……ゲート信号線、ＤＬ……ドレイン信号線、ＴＦＴ……薄膜トランジスタ、ＰＸ…
…画素電極、ＣＴ……対向電極、ＧＩ……絶縁膜、ＰＡＳ……保護膜、ＴＨ１、ＴＨ２、
ＴＨ２’、ＴＨ３、ＴＨ３’……スルーホール、ＪＧＬ……ゲート接続配線、ＪＤＬ……
ドレイン接続配線、ＤＧＬ……迂回ゲート信号線、ＤＤＬ……迂回ドレイン信号線。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】
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【要約の続き】
【選択図】図１
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